
大島分場



沿岸漁場調査

趣旨

 簡易漁獲轟を使用L、・主として瀬戸内湾内で漁獲試験を実施した。

使用.船
探礁丸 一(1.61屯 4馬力)

経過
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 犬きさ  90×45×45o皿  (経6㎜鉄線製折畳式)

 網地.クレモナ12本7節  3ケ及2ケを連絡

漏斗網

 そてつ葉。或は松葉等で覆う。



操業経過

 種々の事情㍗ため継続操業出来肋吻跡瀬戸内省内よりも外海で操業したら可成りの成.
 果がある.ものと思われる。

漁場図

操業位置

古仁崖

 サンゴ漁業共同調査経埠報告

 (昭和34年度奄美群島復興事業費による)

 r趣旨

 大島近海は古く乍ら良質のサンゴ牽産出することと・その産額で海外に名を知られてい
 ナ㌔即ち、明治末期から酋業するものがおり、昭和初期ドは、喜界島及び大島近海で好成
 績・を挙げている。降って日本復帰后の昭和29年及び30年には、徳之葛近海に新漁場が

 発見され頗る活況を呈し、32年度は不振であったとは云え、昭和29㌧32年の4年間
 で。延76隻、水揚量11,798,5K9(17ス222,155円)に達している。

 しかしながら昭和31年を峠として32年は資源枯渇のため漁獲は減少し。ために

 33年は、装老船で就繋するのは皆無であった。

 従って古い漁郷こ代る新しい漁場の発見ということが強く要望され、大島分崖において
 は昭和32年度と33年度復興事業費により(事業費夫々ア0萬円、40萬円)試験

 船がもめ丸(1259ton50甲)をj以て新漁場発見を目的として調一査を実施したの

 であるが、遺憾注がら所期の成粟は挙がらなかった。

 引続き34年度は名瀬市睦袋林栄と共同調査を実施、新漁、場発見に努めた。



 二調査の方法

使用船

名瀬市島袋林栄所有

 勝漁丸1Z85他S・D4.0甲KG2-1558

 NEC205型ユ煮d乗擦…、ア王家{乏{蕎.梶睾隻;……{輪

2.従業人員

 1.。次2次.二3次4一次
分場

 岩倉技師徳'留技。師

 船員・・10名10名11名11名

 3.調査期間及び調査海域

 1次34,8,3～8,16構当廃、旧式ぞね近海

 2次8121～8,.30喜界毘近・梅
 3;欠96～212一トンバラ岩'

 大島・新ぞね近海

 4次22.1～223徳之島近海

 4.潰、臭、副乏魚貝;、男リ図のとおり

 5.漁法の概要

 漁場に至ると潮流を勘案しそ潮流に流されて漁具が確実に目的の海底に達するよ

 5操船し適当た位置で機関後退と同時に船首より順次漁臭を投下する一。ロープの

 長さは石が海底に達する程腰とし陰り鯨裕凌与えないようにする。.さもたいと、ワ

 イヤ」或はロープが岩礁にかふるおそれがある。一漁臭が海底に達すれば、機関はス

 トップ廼転のまム圧流されるに任す。投網は潮流及風樹から判断して左右舷の何れ

 かを撰ぶ。曳網申漁、具が岩礁にかふれば鉛は停止するがその際は機関傘遠後退
 をなし、た洲まずれ・ぬ場合は他の漁具を捲き揚げた・後はずれぬ方を繋柱に捲きつ

 け左又は右舷廻り一(全速)ではずす。

 本義、業は潮流と風に圧流されて、曳網するので二重潮、或は潮流と風とが逆

 行した場合は漁具が海底に達世ず操業困難である。

三漁獲量

 二;欠銃海赤サ:/ゴ23g二次航海赤サンゴア5g

 赤サンゴg89



 四、経過

別紙

 兵調査結果による各漁場の概要

 ○濁りぞ一ね.一次航海調査

 一睡にこの漁場は海底平担で縄の消耗は比弦的少ない。サンゴの良木は少なく赤サ
 ンゴの小枝を採取しただけであった。3葦年度がもめ丸…周査結果と大差ない。
 シチベー一サボナ:ノは験り見られたかった。

 ○擦当島南西漁場..一次航海調査
 礫宇多くか≒るカ糾ソゴは見られたかった。
 恰も小潮時で潮流流れず満足た調査は出来なかった。.

 一〇旧式ぞ・ね一次航海調査

 サボナ:!、シチベIは割に少く・サンゴは漁、獲され一なかった。

 礫は生物の附着が少ない。(俗に石が死んでいると云い.サンゴの好漁場・では生物の附

 着が多いと云われる。)一西側は傾斜が急である。

 ○旧式ぞね南部漁場.二次航海調査

 サポテソ、大型シチベーが多いがサ:/ゴは見られなかった。

 ○喜界島湾押一.。二次航海調査一
 小野津・ン。・・浬附近。
 小野津の一本釣漁業者が以前サンプらし辛もの(雫物はなかったが赤サンゴかと戯;
 れる).を一本釣呉で漁獲したことがあり調査を要室された漁場であるが、・調査の結果は

 サ!ゴは小枝すら採取されなかつ虹附近は200「250皿の海底平担な漁場でシ
 チベーは僅かにピン屑1ケ()みでサボテンも指人のも.の一ケを採取しただけであった。
 礫にも嵌り生物の附着はなく海底形状からも幼待は持てないのではなかろ5かと思われ
 る。

 ○小野津沖漁場一二次航海調査

 地元漁者が一本釣漁場として操業している漁場。見るぺきものたし。

 尚本漁場と上記の喜界轟湾沖漁場調査に際しては、地元業者を乗船させ一、本釣漁場海底調

 査をも実施した。



 ○赤ぞね二次航海調査

 .、'=∵ミ水で資源的にも乏しいよ5

 で1,5Xg(500匁)以上の良木の獲れたことを1二責{一'一

 (429)を採取しただけでふった。漁場も褒小であり大きな.1螢待は持てない。

 ○喜界島南都濃、場'二次錐渡11:!.一一

 戦前1昭一和9年桃色サ1/ゴ漁場として周10年迄活・湖を呈したのであるが復活して

 いないもののよ5で何等漁獲はなかった。

 ○徳之島北東部トソバラ岩附近漁場三次航海調査

 試験船がもめ丸でも調査した処であるが見るぺきものはたかった。今年は三次～四

 次航海にわたり操業したが漁、獲は全くなかった。

 ○大島新ぞね三次航海調査

 海底は凹凸が多い。32,33年度試験船で調査したが赤サンゴを僅かだから沸.渡し

 ただけであった。この附近は瀬魚、カツオの好演、場であるが漁場は鹸り広くない。

 ○徳之島亀徳東沖漁場四次航海調査

 以前一本釣業者が赤サンゴを漁獲したことがあり調査依頼がおつた漁場である。

 調査の結果はサンゴは全く採取されたかった。附近は200皿前後の平担な海底で

 も狭小で岩礁に生物の附看・は殆んど見られなかった。

 一次に昭和32年度及昭和33年度試験船がもめ丸調査による概要は下記のとおりでお
 る。(34年度調査分と重複するのは除く)

 ○早町東洋涼、場

 28.20N,13005E附近300～50011,

 深さに過ぎ航走調査せるのみ。

 ○鳥.島ぞね

 平土野NW16浬附近。直径凡そ10浬の曽根。昭和29年発見され主として赤サン

 ゴを産出している。31年連漁があり推定1,500K9が水揚されている。

 赤サンゴは180～200画附近に多く稀に270皿附近で桃色サンゴが漁、獲されるこ

 ともあった。サボテンが著しく多い。海底形状は200四以深になると起伏が激しいが

 150～180皿附近では傾斜は緩やかである。潮流はWSw～再}〔丁へ流れるのが多く

 .大体緩=漫である。赤サンゴは大樹は見られず径5～101i撮のものが多く20㎜程

 度のものが最高である。

 この漁.場も大体採りつくされた形でその延長もある程度探検されており資源的に全

 く枯渇したものと思われ・るo



cマグロぞね

 大体27020～27030エ丁129～129020E附近でNE～SWに20'Nw～S

 瓦に10輝度のそねで昭和30隼擁色サンゴ漁場として発見され・、概算30年度4,0
 00王亀31年艇4,000晦32年度1,000晦が滝、獲されている。10王㎏以上

 の大樹も採取され.ているが、31年・度をi,宗として32年度は激減し、33年には資源枯

 渇のため就業船は皆無となった。桃色サンゴは大体2ア0皿附近に棲息している。この漁
 場は広範たため産額、も卓越しているが、それ・も3年にして棄徴を迫るに至った。

 又延長漁、場も殆んど調査しっくされた感がある。

 ○沖永良部島NE漁場

 国頭岬NE5～10浬附近。広くだく赤サンゴの小枝を採取しただけ。西側は底質砂泥

 で見込みはない。

 ○与払ぞね

 径2涯程度g小さい瀬。最も浅い処で330叫サンゴ漁場としては挾小である。見る
 べぎものなし。

 漁ぞね

 .高島ぞねと{)て海底傾斜は緩やかである。赤サンゴの小枝を僅かに採取。西側はサボテ

 ンが極めて多い。

 ○偉業ぞね

 東側で赤サンゴの小枝を採取しただけ。北I面倒は小石が多い。

 ○皆津崎東沖一.

 皆津崎S～E3～4浬附近水深160～250皿。

 小石多く海底起伏が激しい。シテペー僅か。

 ○小湊沖

 200～300皿等深線の間を調査したが底質砂泥で見込みたい。

 ○字検沖

 海底は平担。シチベー、サボテンは見られ・九

 大島郡近海に於ける

 過去のサンゴ水揚実績・
 戦前の分については不明



年度

昭和29年

30

31

32

許可統数

 8・隻

24

31

13

水揚量
 1,500,K菖

4,872,41

4.32287

1,092,81

金額

12,000,口00円

 66,80Z39口

751835.825

22,578,940

虫士量王

 以上の如く昭和32{恥34年の3年間継続して調査を実施したのでおるが遂に新

 漁場を発見するに至らなかった。

 今後新しい漁場が発見されない限り大島サンゴは再びその姿を見せることはたいでふろ

5。

 次に.所謂サンゴ漁、場の復活ということであるが過去の例を見ると下記のとおりでちる。

 即ち、明治30年増から活況を墨し各地の船がλり乱れて競争を演じたと云われる。

 宇治郡島近海漁場のその後のもよ5であるが昭和30年、当時鹿児島県南薩水産指導所

 の試験操業によれば、大体復活していないようで島る。又昭和9年頃好漁、場として知ら

 れた喜界島南部漁場も32年試験船がもめ丸を始め業者船の懸命の調査にもか∫わ

 らず生樹の一本すら採取されたかった。

 特に近年は漁探の採用、捲揚ローラーの装置等技術も改良され今日の漁獲能力を以て

 すればマグロぞねの如き比較的広範た漁場を以てして屯毎年20隻内外が善業すると

 して僅か2～3年の寿命しかない。従って今后のサンゴ漁、場は広範囲あることが要求される
 従来の好漁場は何れも広いという特徴を有している。此の条件を構えた漁場は果して存する
 か否か疑問でおるがこれは今後に残された問題である。

 い幹縄

 ろ先細

 は技網

 に環網

ほち

 へ魚網

 と沈石

 漁具('本の構成)

 マニラロープ3,3打径12㎜2丸

 ワイヤー径6㎜をマニラロープ(径12㎜)でせいたもの、一両

 端アイスプライス長さ3皿

 マニラロープ径12皿長さ5価

 マニラ目一プ径12皿匝・長さ500団

 アイスプライスとし2本用意

 マニラ貝■プ径12㎜を解ぎ1子を以て2子撚りとする。

 長さ30C日8本用意

 ラミー6番岐スキ12伽目、流し網中古200目掛t5m切り200

 目の目を拾いちを適す。8板用意

 10～12蝦のダ円形の石を亜鉛メッキ12番線で図のように結付する。
 21目脂怠。



沈石 網

副漁具

 捲揚ローラー

ブリツヂ

環綱

沈石



操業想定図

圧流方向

海底

漁具

 クラッチ係

ブリッチ



四経過
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海底形状 (34年度調査 部)

8月10日  濁りぞね 2回目投網

周七一
3.回目

8月14日  旧式ぞね

1回目

8一月15日

 旧式ぞ・ね南部

1回目

8月22目

喜界隈湾沖

 (調査要望のおつた漁場)

8.月22日

 喜界島小野津沖・



8月23日 暮界島北部

8月26日 喜界島南部

8月24日

 赤ぞね

 徳z島NE

 トソバラ1岩屋付近=

 g月3日

2回目

23口肌

9月11日

 大島新ぞね

1回目
 320m。

一9月24日

亀徳栗沖

 (調査要望のあった億場)

1回目

 33口m

2回目

 ↓270肌

 (赤サンゴ小枝採取)

9月24日

亀徳栗洋一

 U同左)

2回目

300肌



沿岸資源利用加工試験

 太郡島周辺の沿岸資準として利用価値のある有用未利用貸繰のうち、Iもつく、5に、に
 ついて前年度に引続き加.工。試験を実施した。

 1.もづくの利用於工
 試験期間昭和34年5月20日～6月19日

場所鹿'児島県永産試験場大農分場加工場

実施要領

 ω大島郡瀬戸内町蘇州ピて採集した原料、もつく231色.・について前年同様の製法によ
 り下記のとおり受施した。

㍗㌻†㍗
 (註)(イ)製法概要

 原料を海水にて法条しながら爽雑物を除去絢50分水切、1斗榑に移し擬拝

 しつム上1己のとおり魏比に.より施塩しも最初'!韻問離日1回擬除その
 后は2・3日毎に携絆して成熟させた目.

 (目)施塩量について検討するため上表のとおり原料もづくに対し.25島.～20、劣

 ～15男に区分し等1009を資料として貯蔵試験を実施した6・

 (ハ)製品は1.斗箱詰人19王=0001束とポりエテレソ詰ア50g人10袋ア・K

 500を木箱詰として鹿児,婁市に出荷した;



 1二)製品の一部を瓶詰貯蔵し色沢、臭気かぴについて観察した。
 一・一■一.一,

 .1守納オ慌キニ1
 34・615・梢鵜叩糠苗麟硝褐色"""

ll112ガド
ll

 、竺上LLl
 二二ニニ.'二
〃〃〃〃〃

 "1麺ト菩陣カビ"
1

 〃;鍾i自カビ発生

㈲
 (1-j上記観察に供した資I料は供資料が1009づ∫の少遺=であったのと貯蔵瓶の口を密閉

 していた∫め資野中施塩量の多い25弱のものにぞビの発生を多量に見たのは貯蔵前に
 自ヵピの発生があったものと思はれ適正なる賓料を得られなかったので3ケ月目で観察

 を中止した。

 (2)もつく、は太崖沿岸各地に生育し七いるが天候、気温の関係にて農凶の差が甚だしい。
 今年蘇苅に於ける生育状況は非常に悪く例年3月頃から成長期にはいるのが今年は4月

 6日調査の結果殆んど群生が見られず処々に10G皿～20C皿程度のものを散見した
 程度であったO一

 (3)塩もつく包装別諸、経費比較

       ''＼区分        、一斗樽詰(19Kood)ポリエチレン詰(7K500).
       →

       ＼品目＼一.単価金額単価.金額
       ̀一■■・

       16.K50010■一165■6K500.10一65一
       4山十合,も{砒3.9ロロ.19一ア41K5501929

       '一1ケ150一150

       ポりエテ刷.0アエロコ1420C皿6'25

       ゴムバンド20本0.051.一

       木箱1ケ2020r

       史』'一早2=.6.一3等2一6=

       ・一'{165一165一

       計560一一292=

       1≡逓当り29一38=

       54%
       ふ

一311一



考察

 (1)以上の比較によりポリエテレソ箱詰の場合包装費が・軽減され有利でふるが1箱の重

 量の3俵量の重量にすることが経費面からして適当と思料される。.
 (2・)ポーリ.エチレンの厚さの厚いもの(0.07エ㎜)を使用したので二(前・年まで0.04皿)

 鹿児島着荷特の荷損みは皆無であった。今後少くも(α05エロェ』からO.071曲のも

 のを使用することが望ましい。

 2.うにの利用加工

 試験期一間昭和34年6月B日～6月24日

場所鹿児島県水産試験場大豊分場

実施要領

 原料は6月8・9日名瀬市朝仁沿岸に蛛いて採集、殻割、採卵.水切、猫塩水,水切まで
 の各工程を現地にて実施した。即ち採卵したものを買付施塩後アルコールを加え半製晶と

 して分場まで輸送脅加二]二の上製晶とした。

 (1)半婁呈晶までの歩留

 買付生殖巣(しらひげ5一に)摘出卯65Kgoog

 (イ)6月8一日摘出卵.一65-K9009歩留100彪

 7大切(2峠善昭』)23,800〃3-7%

 .塩漬水切20.ア00"32%

(20分)

 (iコ)6月9日摘出卵2.K0009〃100%

 水切(30分)1,060〃53影

一塩漬水切'.亨3口465%
(5分)

 塩漬水切後g合計21・K6309
 (書生)(一)塩は精製塩を使用し水切を終ったものに10%(重慶比)を施塩した。

 この降生殖巣の溶出が甚しかった。
 (二)塩漬水切したもの'1晦当り90GCの割合でアルコ'ノレを添加鐙捗した。

 (ハ)殻付うにに対する生殖巣の歩留は次の一とおりである。一

 室量イ寸重….童…118.K7.009100完

 描出一卵8口0〃4.3影一

 ガ(目uイ麦(2匪寺晒j)296〃1.5影

 塩漬水虫後(20分)256司〃1.3%

 一312一・



(註)  (イ)今回の摘出採卵時生殖巣の溶出するものが約20個に1個の割合で見られた。
 な抹、従来の試験結果と対象して最悪の歩留帝示しれこれは1郡既に・敏卵期

 に八っているために歩留を悪くした、と思はれ一る。

 (P)水醐寺閑は従来20分～3P分聞であったが今回は2時間でかなり充分の水
 切をなしたので固まりがよく良質の製品を得ることが出来た。

 (ハ)水切を充分に打つだ丸めに水切後の冒一。卸ま従前に比して少く以後製品までの
 歩留は良好な経過を辿っている。

 (2)再・加..工
期間6月23日^}24日

 半製品22.KO00gの内、5.KO00に防腐剤カビノン(VK5上野製薬)1を
 使用し、500昌をねりうにに加工.し、1.6.K50・口09を一普通晶として加1]二'し

 た。た粗アルコrル・その他の割合前に爽雑物の除去に萬I全を期した。

         ■一一一■一.'一一'■.一`

       
  

■

         ≡区昴L旦料アルコ.ルカピノソ片一票粉味の素         ;色素1.製品         一普通晶し1.1911ノー080中瓶小瓶一十一一ト         .KK当り5い。35g人         16.50070g入         ;825co18.4g98本55本         ,KK当り50・ooI         1ヲビノ、㌧iK         5.000         一1150co0.0336.苫05149ア071本         i.

 
        
!

         1(当り50ooねム1小。12590.69'、、15、。8本         ,

         .i
         ■Ir1土し1

         Il・12525苫         ・・i15竺ミ15竺

 註1・)カビノソ1-0・当ウ0・O・661イ15万
 皇一)ア.ルゴール護加抵当初との計普通晶において一140coカどノンの場合1200口と一
なる0

 3.)製品22.K610は原料生殖巣に対し34.5%となる。

 (5)艘晶子)一都を瓶詰貯蔵し、色沢、.臭気。カビ、について観察した。I

一313一



 ＼浅冒
 月着・㌔、
6.24

 Z3口

Z30

8.15

93

93

10.15

11,1

11.15

聾....1
炎色

 変化なし

 再ギ退色

黒.乳

 アルコール輿軋

 変化なし

カ

か

 カビ∠!人

 三十去¥ア簑蚕冷≒
墓刊

梢退色

 変イぼ〔しI変化なし

 註5ヶ月目頃から色沢が梢退色の徴が.おったが、食味には変化がなく一カビゐ発生は全然

 見られたかったので、6ケ月で観察を申上した。

 (4)製品の原価計算(瓶人1個の原価を含む)

       品目数量単価金額ど」」二瓶小瓶1
       円円

       .原料うに65K9009K当り1509885.円原料1359λ73」〕870g人3Z89
       アノレコーノレ3,0000一50093602.160瓶F■1ア。。1380
       食.塩・2,5009K当り50125レッテノレ1.10.1・10

       算た:り薫i259259501大、。150       1259       I2口1

 
      
一

       計一i1≡112240円I計191.685279
       11I^

 。…主婁呈一島22.K610  1K当り9

 ・円
541,35

(5)考察

 (1)鵯仁沿岸のうには一部蛙に放卵期に人っており8月から9月にかけて成

 熟し生売に最も採算性があり歩留も辛いということ.であるから8月～9月
 が全繭蜥こ敬卵期に入る.と思はれる。従って、4月年ら5月上旬にかけて
 が製晶化す一るための採捕適期と、思はれ.る。
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 (2)この時期において粒5に製品幸得るためには2時間程度g水切をなし塩
 漬水切を充分にする必要がある;との際生殖巣が溶出するがアルコール
 処理により充分国ることが判ったので浅田液は嫌うに用一として活用し裸

 一算面で有利にすることが癩感された。

 (3)今回の試験に渋いててルゴールの使用量が必要以上に多過ぎた様に感ぜ
 られる、粒5にとして困りがよい場合一こはアルコール()量を減ずること
 が望ましい。

 (4)原料買付に当ってはその地区の採捕遜期弗事前に把握し且摘出、採卵方

 法について更に検I試しなければたらない。

 かっを節加工試験

掴.当者.岩元浅雄,下一窪一諭,

 〃一中野利純,実.島町夫,

工
]
I
皿

 実施期間9月10日～12月5日・

実一一施1甥所鹿児島県水産試験場大畠分場
趣旨

 かっ基節として最適とされる南方の近海ものを原料とする大鹿節は、かつてその名
 声を全国に博していた;)…戦中、戦後の打一ら続く災難に』こり一技術、施設.漁獲手段の大

 半を喪失し、生産並びに名声ともに地を払5に至った。そこで大■睾節の晶質の向上に
 寄与し業者への指導資料の整備を図るため本試験一を実施した。

亙

一
1.

 試験内容並びに経過..
原料

 ・f尾数数量.大判68一尾ε71.K5009

鮮度良好

 漁獲場所.旧式ぞね

 漁獲日時・9月10日午・前9時0分

水揚日時9月10日午后0時30分

漁獲漁船全労丸

製造工程一

 イ調理

 原料を工場内に搬入秤量の5え筋向け最適鮮度を得るため井戸水(妻ボぴ)

 を満した水槽に約30分浅漬し、そのあと頭切一身卸不身割を打つだ。一
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各部割合

総体

叢一一裂1
1到
背皮1
腹皮

一生肉

 血液その他

計

重

体 (68尾)

 78㌔20〔1王ア%

470301-8・2
271904-8

12.9102.3

1↑040!t9

372,380≡65.1

2。.93014.
57t50P1100%

;14尾平

 型ほ1」.1土、_..逼三_
均値

一1主 _ロ
 ー一・'

.

 一中膏i
1背吏1
腹皮1

生切25,980

 .一血液その他;20-C一
.計

 ・汽…g1
2.370

1.630

1111
 ・…一

 1ユ6隻

5.4

4.4

1.ア

2.4-

71.G

5

/00売

口籠.立

 身割肉を蒸篭の韻竹に直角に交亭よ5に身劃肌を下に頭部を籠緑に尾郡宇中央手向
 向け雌節と雄節を交互に籠に列べた。

 ハ・煮熟

 沸騰した煮釜に清水を注λ80oGに下げセイロク0牧セ干寵立した原料を2壷に分
 け次表のとおり煮熟した。

 こフK`苛恢

 煮熟を終ったものは放冷後予め冷水を満し骨抜ぎタライに投7⑰貫郡の骨を抜き皮の
 一部を剥き濠一出した脂肪並びに附着した汚物を洗い公一る。

 ホ蒸煮(湯通し)

 骨抜きを終ったものはセイロに身師部をドこ歓・と平行に重機レ煮釜に一ヒイロ・10
 枚重ねとし85.Cにて30分間蒸煮を施した。

 へ繕

 生切り煮熟.骨抜等の操作申に出来た傷を摺肉(申骨.及び硬に附着した・肉衣煮熟

 すりつぶしたもの)で修繕を施したこ特に大きい傷はなかった。



 ト蒸煮(湯通し)

 修繕の終ったものを更に85.Oにて3こ分問蒸煮を一施したこの湯通しは乾燥を促

 進し、.ネトの防止及び修轟個所り)密着郷j乞崎止必要であ季。

 チ焙.車ζ
 ・蒸j..蕪に身割肌を一下にして.堆節を中央1〔雌節を両端に並べ手人山こ5段重ねと

 し第一一回目80.O～100。害で上下段取替えながら1時間30デ焙.乾塗加え、
 4巨催肉質がや、堅くなるに及んで5回目より火力(ア5oG～80.C)を弱あ9
 回まで毒手人川で行い第一10回目より棚乾燥え移し1一日礪に休乾し一ながら15番人ま

 で焙.真乞したと(別表一1参照)

 リ日.乾.

 焙乾を終ったも?はセイロに拡げ背6分腹4分の割合で自乾したコ

 ヌ削装

 日乾後箱に詰め倉庫の冷暗所に埣置し4戸冒に節内部の水分が表面に濠出した後
 1・日月9日より削装を始め3名.にぞ3日間を要した。

 ルカビ付

 一番カビから三番力.ビまで実施した。
 カビ付がやi寒冷乾燥棚の末適期に当ったため(夏期待に5～7月は自然の状態にお
 いて温臥湿度とカビ付の条件を備えてい肴)易ビ付中はカビ付金に電熱練炭並びに
 熱湯を使用し、カビ附着に必要た湿度並びに維持につξやだ。

 (カリ表3一カビ付観測…………1一参貝賀)

 カビ付は製造工事が天候施設茸術員雫好条件に恵ま一れた∫め順調に附着し一番カビま
 で15日二番カビ11日三番カビは出荷の関係一(年末及び年始に販売予定)で押え、
 20日間と順調に推移した。

3.抽出試験

 本試験の正確を期し、かっ比.鮫に資す岩ため原料中4尾を抽出し前記試験と馴寺に各

 工程試験を実施した(別表2参貝賀)最終歩留りが上廻ったのは量の少し程能力に無理がな

 く丁重容易で無.駄がないためであり大島にお1+る、かつお節の晶質、及び歩留りが向上しな

 いのは漁獲製造による粗悪晶が・その原因の一つでふることを示している。一
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別表(1)

 工程,日程並びに歩留表

 ㌻㍗∴㌻苅二:寸
9月11日

 9月1'2日・

 〃1.三日

 グ14日

 〃15日

 〃16日

 〃1ア日

 ・〃一.18日

 〃19口I

 〃20日

"21日

 〃22日

 .〃23日

 〃24日

 〃2今日

 〃26日

 〃.2ア日

 一一〃28日

"29日

 〃30日

10月1日

 〃2日

 〃3日

 〃4日

 〃5日

 〃6日

 〃7日

 .カ8日
 〃9日

"10日

 〃11日

水骨抜後

蒸放冷後
修繕直後.

 ・蒸放冷後.
一番人

 四.〃
 五〃

 六〃

 七〃

 八〃

 九〃

.休  乾.・

十審火

十一番火

 十二・番人.

 ナ三番人
休一乾

十四番人

休乾

 一十五番I火

口乾前

日乾後

体乾

再日乾

休乾

肖{装前

削装

.削装後

 …書1・刈

 …。・・….1ア・に。9。。口

 11妻11jllllに211111
 ;・・.11・下1革榊・に、、,。。
222.700

209-90口

196.100

188.120

182.1口0

1アZ100

41.6τ

.58,96

3.5.72

34.31

 ・。。。1・1
岬1
 ・螂=1

一22,200

-15,100

 -12.自OO

 -1……、800

-Zg00

=6・・020
一.5,000

 午前8時火入れ樹瞳午前9時78.G午前11時5g.C

152月一00

151.000

14Z000

14ア000

145.0口0

142.Z,00

141.800

126,6001

26731-240口0

26・4211.800

 25・7身4.・口00.
25720
25・024.000

 ・…1。.。。。

 24εリ90・・

 ・・15に15.。0。

巧

 九I審より棚乾燥



 月.j二、〕曹_.二三..は蜀歩留1減壷備
 ○月12日1≡;

 1;1㌻一1
 111・11竈詰殺菌1

 1.ll11幕。。カニ、よ
 i31日醤

 …l1月・日1噌刀ヒ1撚了日剛
 ド・日1二翻,鮒踊.
 1一・.用j了;

 1・目」番鮒轍.
 ̀日1三番ガビイ寸開貴台

 12月5日i〃一..、丁

 1、、1;ll㌧・簑
135年1
2月20日一1終了

 1州・一1山・一
 」ピ寸層…

116.1冒020.51-6.300

112・40q196-6-3.700

 1・・日

10川1904一肌葺地元販売'
 1。い。・!、、、、,

別表(2)'一

抽出試験歩留菱

     摘留減I,.量備
     .原.一彩二10K6ア09
     生88一4.、5ε0
     一煮熟'敏・冷.95一.2.bOO
     水省一抜4ア     蒸煮放冷一1.o・oo・'一     75十400
     修繕..直84一'400

     蒸煮妓命後一18.600^。琶`50751.・45.83一.1.8口0     一番人16.800÷..1.500
     二""15.3004う.74・一一900
     ==〃〃一14.4003929・■1.100
     四"〃一13.30036.28一一500
     五〃〃12.800ミ∴」34.92一一Iア00
     六〃一〃12.100・こ33.01。,一700
     ヰ'〃〃」I11,400一31.G1'一600

     パ、""10.80置一12946∵舛㌻箏1:篤ニニ書、二:1一一'』.^_⊥

備 岩

68.c

 '11時30分,45oC

 I一一319-I



     .摘要平.当重・碁歩・留     十一・番人9亙6009「`19%∠619%減蜜」二堕考1'†一1K200gI     ■一・'〃〃I.一9K600.9一1K2009

     ⊥=〃〃一∵
     十四〃〃949025.89一1.〔o
     十五〃〃£20025.10一一290
     乾終了日乾後8.9B02I4.50一220
     薄日乾後8.94024.39一040
     削装前8.84014.12一100

     削・装後Z9602-1.ア1一一880
     づソジャクイ鱗一轍770021・00一一260
     一番カビ付終了後ア20-01964一500
     二番一〃〃Z16口1953一I-040
     三番・〃一〃ア0201915一140

別表 (3)
 'カビ付金 観測表

月. 1天候

万
 ・一一.

 b・

o

n
一

"23日

"24日
"25日
"26日
"27日

"28日

"29日
"50日
"31日

11月 1日

2日

3日

4日

5日

6一日
 ア日

 。8日

9日

 〃10日

 〃11日

 〃12日

 b・

bo

b

bo

b
b

 i〕

b
 i二
1

o
]
=

 二1乱工。
 ・15日1
 ・1佃1b。
 、フ1ア日b

 〃18ヨr

 〃19日r

 〃20日b

 .〃21日b
 .__.仏コ2」≡L≡_

 素㌣ト
24

24.5

28

26

295

51

31.5

30

27

30

295

31

31

31.5

34

32

52

34

34

34

34

23

23

25

25

90・

95

90

91

91

95

91

%

91.

91

91

95

100.

1ロロ

96

■92

i100
い00・
1100
i96・
196

ド0
1・・
90

81.

81

21.5i76

301100

 十、1月圭十干讐静賛1

 二番カビ付終了

 二番ヵピ付終了

"24日

 .〃25日
 〃26日一

 〃27日

"28日

 〃29日

 〃ろ口.日

12月 1日

2日

3日

4日

5日

bo

・b.0

bo

b

b0

b0

bc

.bo

bc

29

28

 2アー一

26

100

1001

100!
1・・1

 三番カビ付終了

一一320一



 v副産物

 かつお節加1]=試験に件5副竈物を利用し塩辛、魚粕(飼料)の製造試験を実施した。

 塩辛、吠一造

 イ原料一

 標記試験により騨物とし下'出た内属雫(ミノワタ・腎1易及び肝臓)47Kl!0・
口実施要領

 原料岬1料・汚鱗の内容1句を除去水洗の上水切1後・副の施塩を行い水ガメに・
 λれ密封伍・・日一回以上擢搾し8日目に細目(ミンナ使用)し再度密封そあ後一も毎日一

 甲以上掛拝18日目率成した・
 ノ、経輝並び年歩留

 ナ針∴∵千1二寸
9月11日

 〃一12日'

 〃コ3日

 〃14一日

 〃15日

 ノ1.6日一

 〃1アー日

 〃18日

 〃一1Ig自

 〃20日

 〃2.1日

 〃22日

 〃.23目

 〃24日

 ・・"95戸
 〃26日

 〃27日

 〃28日

 〃29日

 汚物除一夫洗条後.144qo
一塩漬後(食塩一2割)17280

捜搾.一回

1一

"一.1一
 発色印臓カー1』亨ム…P…影一
 携1一・・絆一回

 細切ミソチ使用

機

体

販

幹.同

み

 売・

..1.5.500

 原綿こ対する歩留

 L些坐坐」_

 内臓に対する歩留

 万OT山…'一
8,25

2.51

・3.02

 ξ・71

100%

30.53

36.64

32.86

 二三二哩」二_.三三凶
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2一点粕.(飼料)製芦
 イ原料

 標言己試験により廃棄物として出た寧、申・骨196・K8009
口実施要領

 原料を煮熟後圧搾し末日乾燥11日目に製了

 ハ経過並びに歩留

     月計天展6I一一1一一.一ミ     堕.、.塁」星_冒原料に亥村・る歩留残に対する歩留

     .91↑一一一.1一一I.     かつお571K5009100%

     頭、甲骨196.80034・43.一100%
     煮熟後91.400190946.44一

     "圧搾後72.30012.65.一36ア3
     9月11日一b日乾7時間
     12日b〃5〃

     13日bc〃苓〃』

     14日bc休一乾
     15日o〃

     16日』=〃

     17日o一.日乾3時間
     18日bo〃9〃

     19日bc〃2〃

     20日b-c休一乾1
     21日bo日乾7時間3Z5006.56-1905

考察

 新建設の鉄旛コンクリート25-7mの近代的な分場加工場主して第一回かつ塩節加工試
 験であるので施.股と本試験の後を振返って見ると

 1、かつお節製造試験に対する考察

 イ原料に鮮、不鮮の差が島ること

 一大島における、かつお漁糞は近海の日帰り操業で申肪少く極め手製造に有利な筈であ
 るが一、製氷施設が少く漁場が近いことがかへつて災して氷を使用しないため岡.じ原料で

 も釣獲の初期と終期或は漁場の距離差及び温暖な気候に一よって鮮度が一定してt・ないこ
 とが多く、特に大漁の場合にその例多い、本試験にも一部に鮮、不鮮の差があらて;形態
 味臭に不良めものが散見された。.

口緒干

 異聞業者の干場使用と重複したため手火山による焙干を9回で打切ったが千火山によ
 一る鮭千は多いほど好緕染を得弓ようである。
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 カビ付

 カビ付の時期が冬蝿に入ったため、カビ発生条件の醸成に苦心した大島の場合夏季た
 ら自然の状態において気組湿随ともにカビ付に適当た条件を備えているが冬期は気温湿
 陛ともに低く、壷熱1、レン味2を使用して気温を上げ熱湯をまき又は沸騰した湯を港
 えた鍋をヒ輸ととも一に筆内に人.札温慶の上昇を[墓1った。
 以上多少の不利欠点社島りたが末試験は大体順調た経過を辿・り晶質歩留り価格ともに

 初期の目的を達成した。o

 2.施設心対・する考察

 分場加工場は35年11月奄美群島俊興事案の一環として・産設着手途中古仁屋大火に遭遇す.
 る不連にもかかわらず54年3月工員亨5肪円鉄筋二階建延25ア49mのかつを節製造を
 主とし罐詰練製品その他K産物製造を兼ねた近代的な水産〃μ工場として竣工した洲工場の

 建物施設器具等がかつを節一製造に重点.』1箇かれているのは大島における焦茱構造上当然の

 ことである、.[・伽リー一一日平均能力1.口0口～1,200呼生産量で最高能力4.80口K募生産量(

 一日最高入荷量)である、能力及び唾物、.施設の規模から見た場合がつを飢工場としては

 ・」・の音螂に入るがかつを節製患こ心安な施設、場所器具は一応完帽して一、占り大ム岩においては

 勿論最新鋭の工場ということ。バできる。

 今回の製造試験を通じて本加1工場の優秀性並び隼欠点について述べると
 イ施言曼の配置.並びに・連繋状況

 工場は南向ぎ東西に長く調理場は中央λ口に接し、この調理場(作業場兼用)を中心
 に東側に煮釜西側に手火山宣焙乾室カビ付室と順序よ・く流れ作業的に即して配豊されて
 いる。

 口排水、.採水状況

 鱗独身の中夫並びに両聯を極苧て碑的に走りコンクトト張り.の床は排水に適
 した勾配凌有し、コ;場内寺掃に便利である。一

 水道は調理場釜場機械蓼に5ケ所を数え水質良好かっ裏奮で怠る。
 た為、洗浄月として打抜ぎポソプー台も設睦されそいるら

 ハ登場.

 煮釜は年率三ケ棒めて高憧牽を有しているが焚口を下げ過ぎたため湧水や満潮時海水
 あ濠出が甚だしく排水に難渋一している。金一上に設けら、ltた手動グレーンは移動一の範蹄こ一

 段言i一の誤りが奉ったため修正した。
 なお、煮金がコンクリ・一トでふまどに固定されているが煮葦の修理手人れ及び使用し

 率い期問g保存上販.り外しのできることが望ましい。
二手火山

 本地殻のうち鑑も不完全なものが手火山及び手火山養である。即ち手火山4ケは工場

 淀力に比し不足であと2～4山が必要で参る焚腸が釜場同様下げ過ぎ湧水gため使用
 不能になる時がある手火山室り排煙施設が不完全で常に煙が充満し作業並び手こ建康上遺
 1連の点が多い。
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 ホ焙干宝一・

 …段式で島った非能力を増すため四段芋こ改め十。・

 へ'力く付室

 上場の率力から見て収容能㍗三不足であ丸
 ト乾一藻室.・..

 簿上単びに庭・率務所焼跡を使油して/・る一室上は甲燥の促途上最波力的で券千一
 が環境衛生上これが便用は考慮の宇地が一ある。



 マベPteri・peu暮ui・(跳ding)の

 増殖に関する奉礎的研究w

 幼生の飼育と権貝の成長

緒言

 この研究は,昭和31年に開始し、資源的に非常に少くなって来たマベの母貝増殖を目的

 として継続しているもので。さきに第1報「人工、受精と発生について」(1957)、.第2報

 「水槽内人工飼育について」(1958)、第3報・「幼生の飼育と後期発生」(1959)を
 報告した。

 その概要を記すと・てへの生殖巣は夏螂こ成熟発達する。この時期に切り出した卵、精子の
 成一熟艇を和田(1942)の方法,即ちアンモニア海水処理によって高め、受1精・することによ

 り80彫以上の発生率が得られ・た。

 発生した幼生紫水槽内で飼育し、'昭和33年度にはじめて110個の附着稚貝を得ることが

 でキ幼生の発生過程を明らかにすることが出来た。

 引続ぎ本年耀は、これ.らの稚貝の成長状態を泊求すると共に上記の方法による稚貝の量産を

 目的として幼生の飼育実験を打つだ。その結果、稚貝の成長1について潜干の知見を得、叉46

 2個の附着稚貝を得ることが出来たので報告する。
無

 実験に当っては人工受精から幼生の飼育を光塚茂一、新村巌、豊田正雄があたり、附着稚貝

 の養成については、光塚茂竺、山口昭宣、墾田正雄があたった。又実験は、前輌蹴美蛾
 海綿養殖株式会杜と共同で実施し、会社の油井小島養殖場で打つだ。同社の終始変らぬ樹協力

 に対し同社々長光塚喜市氏はじめ職員諸氏に心から謝意を表する。

 又研・突当初から引続いて御指導、.抱鞭撞を仰ぎ、且つ本文の御校閲を戴いた鹿児島大学水産

 学部、和田溝治助教授に対し深甚たる謝意を表する。更に}五〇nasの分譲とその培養に関し樹

 教示いただいた東北大挙女川水産実験所酒井誠一氏に対し厚く御礼申し上げる。

 たお、この研究費の一部は奄美郡島復興事薬費によった。

 ※奄美真蛛海綿養殖微式会社研究員、鹿児島県嘱託
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 稚貝の生長
 材料及び方法

 昭和3き年8月16日の受精によって徽=i一亡11;・て=;二鰭こ鞍した。幼生の附着期の大きさは

 篤蕃織の纏貴嶋業。燃鉢、禦譲篤嘉酪驚慧
 によった。飼育申随時貝掃除をな.す外は特別な敢扱いはしなかった。損淀項目は、殻長(S.L。)殼
 萬(S。亘.)蝶番線長(豆.L.・)莞麺貞から毫述簑縁までの長さ(U-V.L.)とした。(第2麟参
卿

 結果及ぴ考察
 8月16日の受精で発生した幼生の成長状臨ま第1表、第1図のとおりである。受精後から附着初期

 までの経過は前報で述べたσ)でここでは省略する。
 受精して10口日位経過してからタ梅に移したのでふるが、そα麦の成長は149日(水温21.ポ
 。)で平均殻長11・O皿皿・平均穀商5・2囮囮となり・1ア3日休湿21・2.C)でそれぞれ.18・6
 皿回、10.0固匝、280日(水温24.0oσ)には殻長397血皿.殻高23.6皿回となった、
 更に満1年の8月.17日(水温28.8oo)殻長平均63.77皿エn(最大91.0固皿最小33.O皿m)
 殻高平均46.24回回(.最大74.2固加最小21.1血皿)と.成長した。⑭寸図V参照)叉1年7ケ月を
 一経過した昭和35年3月16日(水温21.ぴ。)損旋しだ給粟(篤3表参照0によると殻長平均
 106,3皿一皿(最大150-0皿エロ最小5§.0皿回)殻高平.均で85.5㎜画(最大132.Om皿最小50.
 0㎜皿)とたっている。附図(亙.孤参照)このように后ト日に愛繋がされたものでありながら、非常

 な鱗鎌習められて辛ており卿轍るまで健ま相当の鶏が予測さ呼
 第1表稚貝の成長記録(33.8.16受精)

     費詳受棲後機体嚢←～寿の簑姦状況(・㎜)     経過最大
     33日数S.・LXS.耳X1亘.工X卜V.L最小
     8-160媒.清

     0.0821-x〕.066αx-x一
     一1ア180.0815x.0.0646x一一×一0.0785ぺ0.0642x_x_

     011044x0.0985xLx一01110x01006xx_     一291370.0996×、0.0963x-x一

     9-183340.2404xO.2073x_x一02509x021アアxx-O・195×0二199ぞ1・一・一
     10■752107378x0・5ア2αx-x一

     11-1086103.1箏1.81×262.x5.0-X25x3.7x一一.1.91.x1.13Xf47x
     5.89x2.18x3.0tx3-505フ1.x2.94×424x522     12-411092.14×1.43x1.69x.2.04

     34      1-314024915x蝸3x8.10x790124xZ5×11・8x0-54.歌う力x3.5x5.0
     2-51738918.64x.10.05x23.68x1・Z81一297シ18.0x脳x290     94x4.0x84x8.0

     5-2028083397623.6566-6ア視28i628×43.3対01.0x.54.1     25∫×142X.35.Ox23.9

     8-1ア365アア63.アア46.24.11寸.466.9.三雛榊蔓顯.昌1・7

     11-444441コ20.G・l06・206・140992アZア153・α110-1/2湖x5ア棚
     35      5-16・5ア8771・購・・1…㈹1鰯1宴総搬1こ
     ※・Lは殻長、S且は殻同、エ{1-1=上爆蹄冗、U-VLは殻頂刃ら後腹縁匡での長さ

     一一一一一一一一一

 58口x500×ア・α・6!L」
 ・は殻頂刃ら後腹線までの長さ1
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第1図  幼生～稚貝の成長度と飼育水温 (33.8.16受精)

 殻長(S.L)

 殻高(S・.且)

 蝶番線長.(H.L)

 殻頂)'翻録長1(け。⇒



 幼生の飼育実験

 材料及び方法

 前年におけると同様な方法で打つだ。即ち人工管緒によって発生した健全と思われる幼

 生を濾過海水を満した30～100L霧の水かめに移して飼育した。(附図1参照)幼生
 の餌料は、本年新に油井小島周辺で採案分離した無色鞭毛虫Mona己sPと女川水産案験

 所か冒損けてもらったMona量冨p(萬石),及び緑色鞭毛虫Dunaユieユ1a毛ertoleota
 (和田助教授がシドニーのO.S.工.R.dの水産海洋実験所から.わけてもらったもの)
 をそれぞれ培養して投与した。

 幼隼の飼育期間中は随時静かな擬幹と換水を打つだ一付着稚貝とたってからは更に頻繁
 に水を換えた。

 附着稚貝は殻長5団㎜に達した頃に細目の紬籠に入れて外海に移して飼育を続けた。

 結果及び考察

 人コニ受精は,ア月19日から開始して8月2`日まで実験した。この中8月14日まで
 の受結実験で発生した幼生はいずれも成育が悪くその後の飼育を断念した。8月16日以

 降8月25日までのものは、幼生の発育が良く、受精後10～15日に幼生の殻長が100

 μを越えた。これらの申特に多量の昨着稚貝を得たのは8月16日,21日。22日及び
 25日(7欠温26-8～28.ヅC)の分で春った'。8月16日の受精によって発生した幼

 生は11日(水温26.8～28.2oG)で殻長91～104μ,平均9773μとなり,

 殻長100μを越してからは,一成長が急に早く14日(水温26.8～28。ポO)に106
 ～153μ.平均155・21μ・25日には(水温28・2.C)233～235μと成長した。前
 半附着椎貢を得た昭和33年8月16日(水温28.ポC⊃受精のものが・25日後に160μ前後であ
 り200μを越したり工30臼以後となつα・るこ小臼今雫受精分の=幼生の成長は前年度に比較して
 良いようであるコ又その後椎貝の殻が黒色と在って肉眼で多量に認められるようになつ旭)は、一8月1

 6口受精のもので40日後,8月18～25日のものでは受精・後43～60日であった

 各飼育実験毎の稚貝。の附者数は第2表のとおりである。

 又前年度においては受精後102日(33.11.26)で殻長78皿皿殻高3.2莇皿とな

 つて海に放養しているgにくらべ,本年度は受精後82日目に篇1回目を海に移し、その
 時の最大のものは殻長11-0珂皿、殻高6.O皿皿、蝶番線長11-0皿・1と非常に成長率も

 良かった。
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 第.2表飼一音水槽別の稚貝着成.状況  (34.8.16～8.25受精)

     受精月日飼育水かめの容量(珍・)附着稚貝の数海に移した月日と(稚貝数)備考
     348-1530334.12.4(3)

     10058     一161茎1三鵠
     一16100611-6(6)

     一1830312.4(3)

     一211002111.8(21)

     一22100512.4(5)

     一221008212.4(60)12.19(22)
     一22100311.6(3)

     一2240・15912j.9(62)35.1,2(9ア)
     3134.1221(31)

     一25三0一8812.19(88)

     計462

一329一



あとがき

 前年度はじめて人工受精に。よって附着稚貝を得たことから、今年は量産を図る目的でこの

 試験を継師実施したのであるが結果的には僅かに462値の附着稚貝宇得るにとどまった。
 これは幼生の飼育条件の研究が充分でたかったためと思料されるがそれにしても受精卵及び

 幼生を寧育1することによって人コニ的に附着稚貝を得ることが再確認された訳でおつて今後大
 規模な種苗生産に明るい見透しを持つことが出来るよ5にたった。
 しかしこの他に前年艇の附着稚貝を飼育の過程においてすでに個がに大きな変異が認めら

 れてきておりこれらについても終局の目的つまり養殖真珠の母貝までの育成管理について今

 後なお研究を続ける必要が島る。

 つまり人1]二採苗を企業的に行うためには今たお未解決の間・題が数多く残されておりこれら

 の方途を確立ナるためには今後更に調査研究を続ける必要があり、関係各位の椥理解と御援
 助をあらためて願う次第である。

文献

1)

2)

 鹿児島県水事ミ大島分場、195ア、1958.1959.マベ増殖に関する.基鶯酌
研究工(1957)皿(1958)巫(1959)

 和由清治・1….科学南洋・・・…一・…

第2図  マベ稚貝
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 第'3表.稚貝の測定記録

;訂丁;下長三

33.8.16

35..3.16 測定

1
3
4

 1。辞
128.口

131,0

92.0

     ÷蝶番練長'』      L殻頂)翻糠貴摘
     U-V.L

     132.0233-5一1755
     93.0寸0Z0一135.0籠A
     880182.0135.0附図亙参
     68.0ア6.0100.0

     103.01890138.0
     9901ミ0.0136.0B
     100.0183,513ア0附図v参
     104.0150.ア140.0
     96.O185場130.0
     95』〕1D2.0125.0

     82-01290111.4
     72,0150.O100.0
     100.口183.0128.0B'
     86.0166.0110.O附図慨参
     870184.0128,0
     72幻143.01005
     61.0140.093.0
     ア3.0138.01002
     60.0126、口

     「.L■■1070100286.0     ''一一'」一■'■o■■一■一■一■一山一一一一'一一■一'一.I一一一■

     18Z0143.0

     181,0140.0     104,01ア8,0138.0/
     96.O.128,0128.0

     8Z0168.01202O
     93,0193.011'1.8     ア70附図版参     1ア2.口110.0

     74.0134.0100.3
     73.0.144.0111.3
     50.010087Z0
     76.0135.0100る

     78,0山;ll㌧1005     76.098.0∫
     L

132.0

1
2
3
4

'5

6

120.0

122.0

123.0

1290

116.0

114.0

1002

96.0

111,2

94.O

.118,0

98.0

8Z0

95,0
83.0

 二;尋'ザ;昌言「■
3123.0

4110.0

5111.6
6100.7

7100・ア
81002

9103.0

107ア0-

1190.0

1295-0

13890

 1㌃⊥。。、。、、、。
2111・886.0190.0
3110・996.0190.0

4

1190 92.0 1690

i

118,0 91.0

5

178.0

. 6

1008 88.0 163.U
 ア4』]

7

100.0 148.0
189珊7201625
し

要葦

附図亙参照

 附図v参照

附図慨参照

 ……汀㎞工
、

○

附図版参照

144.0

120.0

125.0

123.0
120.0

120-2

1003・

96.5

(

O
'

附図田参照
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定置観測

趣旨

 毎1ヨの気象、海象の変化を調査し。漁業、浅海増殖の茎鍵資料とするため
 実施した。

方法

日時

場所

 観…則〕買目

.結'果

毎日午前10時

本試分場前水面

 気象・天候一要量一風力、気温、最高最低気湿、湿度、・降雨量,
 海象r波演、うねり、.水温、比重。

 舅阯麦…のと索り。

摘要  ○気温、水温。比重、降雨量は前年・度との比較である。

 ○前年度12月から34隼5月中句までは資料、資材焼失後のた
 め記録がない。

一3那一.



旬間平均比較表

1一一一

i8

丁

          ＼二一区

          、噴気、一'・.年≡一紬＼、.気温水温比重一⑯15)降雨量           一''・'一1

          34年さ          前年前年34年前・年34年前年34年

          「
          上20221.121.12152ア0.12ア08.21.1

          一4中190.22221.125526.752763
          下24222922721.926.8926,98

          上24.525.022825.722ア03          5中228246一23.825682ア23394謙∵
          下24,0..25424826.口2.2Z19672アア8
          上258一26.52Q52Z2226.82

          6一中24,426.425526.9825.90

          下26.12Z52,6,024.1一:llll:1256226.50          ■一血一一`一           上28831.6・2ア13一2邸6一、。1三張1斗・ll
          ア申29.030.526.3ア26.690.ア一
          下2%3222792ス825982Z0161.9一

          上30.629228.027626.9126.661Z2256.8

          8中31.3き1.0288282258327口3・1.214.2
          下30.3一32.0290-L28425782Z2613.094

          ∴上申下30.13252ア828627002Z3311.2一          288き0-5286一2832Z202Z0978.183.O
          27102ア72Z62742Z35276650.833..1

          ■;T26026.526.826.92Z382Z5926.9398.一9
          10中2Z023.726、ア2432Z6126.5442.431口.6

          下21.923.625,025226.972Z027914.1
          「1I上21.625824.724.626.9/26.8979172.6
          11中.21.822ち24.425旧27882ア'0126.9300.9

          下2口220.6.24.12532Z662Z24一11.8二..
          上2032202ア1ア↓215

          12中1902221.2Z1-4199
          一F22.0'20.42Z205.3

          上16.619ア.2ア20叩`■Ψ15.一4
          1申182・2022Z5352.7

          ■

          ■ド16.313.420.ア1852Z1220.9
          上20210220.120-82Z4446.6

          2申195一16.321.419927315.8
          下20.3204∠1.0208一2フ1446.6・''.
          上20.322421.221.026.90113.7

          1」‡19519420.920.92Z542Z33371          23,019921.62052Z502Z0694,0 」一‡ 世

一一一1

 汁二…

 その他
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 旬別比重(S15)変化表

 は33年度

 は34一年度

降雨量

 は33確
 は34年度



34年度旬別気温変化

33年

34年

34年度旬別水温変化



 附図I 飼育水槽

 附図Ⅱマベ稚貝水槽内附着状況(媒精後86口)

 (水かめの底についた稚貝……黒点)



 附図Ⅲ 附着稚貝 昭34.8.16受精
昭35,3.16撮影

 附図IV 稚貝飼育籠



 附図Ⅴ受精後一年一ケ月目の稜貝  33・8・16受精
34.9.14撮影 (和田清冶氏提供)



 附図Ⅵ  受精後1年7ケ月の稚貝(第3表参照籠A) 昭33.8.16受精
昭35.3.16撮影

 附図㎜  受精後1年7ケ月の稚貝  (B～B')



 附図Ⅷ  受精後1年7ケ月の稚貝  (C～E')


